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JR 西日本京都 SC 開発株式会社 

 

脱炭素社会の実現に向けた取り組み 

生ゴミ処理機（バイオ型）の活用によるCO₂排出の削減 

 

 JR 西日本京都 SC 開発株式会社（本社：京都市下京区、代表取締役社長 森本卓壽）は、脱炭素社会

の実現に向けて、CO₂排出の削減を行うため、京都駅前地下街ポルタの西エリア飲食店ゾーンリニュー

アルグランドオープン（８月 26 日）に合わせて、生ゴミの分別を徹底するための教育並びに試運転期

間を経て、10 月１日より生ゴミ処理機（バイオ型）の本格運用を開始しました。 

 本取り組みにより、今まで運搬・焼却処理により CO₂を排出していた生ゴミを「運ばず、燃やさず、

その場で処理」を行い、バイオ菌を用いて分解時の悪臭を抑制し、分解水と CO₂に 24 時間で生分解す

ることで、CO₂の排出を約９割削減することが可能となりました。その他、使用する水は水道水ではな

く施設で発生する湧水を有効活用しています。 

KES 環境マネジメントシステムを活用して、飲食店における食品残渣削減に取り組む等、今後もサス

ティナブルな社会の実現に向け、多様なステークホルダーとともに、環境に優しいＳＣを目指します。 

 

■設置機器 

 SINKPIA GJ-250（５基）[処理能力：250kg／日・基、製造元：SINKPIA・JAPAN 株式会社] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回ご案内の取り組みは、SDGs の 17 のゴールのうち、特に ６番、11 番、12 番、13 番に貢献する

ものと考えています。 

 

                                                      


